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IoP とは？
Internet of Plants

作物のインターネット
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「作物のインターネット」
ってどういうこと？
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農業と何か関係
があるの？
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高知県の農業の
特徴から説明

高知県は施設園芸農業が盛ん‼



1,955m

1,982m

高知県：全国一の森林率
（84%）

なぜ高知は園芸なのか
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とにかく山ばかり ※耕地面積：全国の0.6%
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反収 面積 単価

経費
所得

(手取り)

勝負は反収！技術で決まる！

農業で、所得を伸ばすには！・・・特に狭い高知の場合
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全国 高知で生産が多い野菜

ナス

ショウガ

ユリ類(No 2)

ニラ

オンリー１

ミョウガ シシトウ

米なす 文旦

ｸﾞﾛﾘｵｰｻ ｵｷｼﾍﾟﾀﾗﾑ

高糖度トマト

メロン

キュウリ

ピーマン

小ネギ

ゆず

手間かかる、軽い、単価：高

その他

土地利用型、重量野菜、単価：安

生産量 No.1

園芸品の中でもさらに選択と集中！
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狭い面積でも稼げる No1,オンリー１＋多様性が強み



全国の0.6％しかない農地で・・・・

•野菜の産出額：７１１億円（全国１１位）

•果実の産出額：１１１億円（全国１９位）

•花きの産出額：５８億円（全国１９位）

＊園芸全体で８８０億円（１４位）

（R2年産出額 農水省より）
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産
出
額万
（

円
／
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

面積あたりの生産効率は、高知県がダントツNo1

高知県が
圧倒的1位！
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日本の農業

・温度中心の管理

・経験と勘がたより

オランダに学べ！ 日本とオランダで何が違うのか？

これからの管理
（こうち新施設園芸システム）

・温度+湿度+CO2を
作物の樹勢や日射量に応じて
総合的にコントロールする（環境制御）

・データの見える化+観察+見直し！
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オランダに学べ！ データ農業（環境制御）へ
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まだまだイノベーションできる！ 限界収量の突破へ
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ナス ピーマン

(３戸) (２戸)

シシトウ

(３戸)

キュウリ ニラ (

３戸) (２戸)

トマト

(２戸)

ミョウガ

(4戸)

ハウスミカン

(１戸)

実証ほにおける収量比の推移
（26～30園芸年度）収

量
比
（
対
照
区
ま
た
は
導
入
前
に
対
す
る
比
）

品目別平均

26園芸年度

27園芸年度

28園芸年度

29園芸年度

30園芸年度

まだまだイノベーションできる！ 限界収量の突破へ
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平成28年７月より4.3haでトマトの栽培開始！次世代施設園芸高知県拠点

JA出資法人南国スタイル次世代型ハウス 平成29年1月よりパプリカの栽培開始！

さらなる可能性！次世代型ハウスの導入へ
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①
軒
高
２
・
５
ｍ
以
上

②
耐風速

35m/s以上

③
環境制御装置を
標準装備！

作物に応じた形で普及する！ 次世代型ハウス
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●新たな次世代型ハウスの
整備面積と販売目標額

●既存ハウスへの環境制御
技術の導入面積と増収目標額

41.2ha
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0
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次世代型農業を全地域、全品目、全戸へ
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41.2ha
94.6ha

167ha

267ha

380ha

2.1億円 4.7億円
10億円

16億円

23億円

H26 H27 H28 H29 H30

□四万十町次世代団地（H28.3完成)

受益面積 4.3ha  
販売目標 6.1億円
雇用増 96名

□環境制御技術の普及
＜導入面積（累計）と増収見込額＞

※主要７品目

例｜南国市

パプリカ･ピーマン

1棟,0.7ha

次世代型
こうち新施設園芸システム

[H26～H29総事業費111.3億円

（うち県・国補助49.7億円）]

高軒高ハウスを中心とする

大規模次世代ハウス

大規模施設園芸団地

低コスト耐候性等の

中規模次世代ハウス

既存型ハウスへの

環境制御技術導入

収量

倍増

収量

3～5割増

収量

３割増

46ha
□次世代型ハウスの普及
＜整備面積（累計）と販売見込額＞

32.6ha

20.4ha

12.6ha
20.4億円

12.4億円

30.6億円

45億円

H27 H28 H29 H30

50%の

農家に普及

収量

倍増

これまでの高知県の｢次世代型こうち新施設園芸ｼｽﾃﾑ｣の取組・実績
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・Society4.0

・1,200戸に普及

・経済効果：約70億円

・｢地域の限界収量突破｣

次世代型からNext次世代型へさらに進化

・Society5.0へ

・6,000戸に普及

・さらに130億円増
・農業者に「誇り」と「やりがい」
消費者に「安全安心」と「信頼」

若者に「夢」と「未来」を！
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高知県の産学官民連携
ALL高知県でプロジェクト化



作物の生理・生態の見える化

温度 湿度
炭酸ガス
濃度

これまで…

これから…

蒸散 転流

ハウス内環境の見える化

20

光合成



作物内
生理・生態データ

最適な生産管理モデル

IoPクラウド

ハウス内
環境データ

データベース
（ビッグデータ）

AI エンジン
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◼工業：先端技術による人知自在の効率化と高度化

製造工場 工業製品

人間＝生産者

枯渇性資源
原材料・部品

効率化技術
大量生産合成

組立 規格化
＋

利益

農業：作物の生理生態の人為及ばぬ非効率性
ＡＩによる克服？

有用物質

食料品

多面的機能
非効率な
生理生態

生産者＝植物

栄養成長

生殖成長

環境

光,CO2,水，
温度,肥料，
農薬 etc.

（再生可能資源）

人間＝積極的受益者

ＡＩによる
農の営み？ 高付加価値

機能性，安全

多様性
環境保全

利益

反作用 ① ②
③

＋Ａ Ｉ

＋Ａ Ｉ？農家＝育成者

農業の非効率性は作物の生理生態にある

・工業：

“生産者は人間”

“造って稼ぐ産業”

×天候に支配される
×作物：動けない
×育成：長期間・重労働
×収穫：１～数回/年
×価格：安価、不安定

・農業：

“生産者は作物”

“農家は栽培者＋
経営者”

“育てて稼ぐ産業”

“非効率な産業”

・「稲のことは稲に聞け、農業のことは農民に聞け」

・「農学栄えて農業滅ぶ」 （近代農学の祖 横井時敬）

農家＝栽培者・経営者

“生産工程の効率化”

Copyright 2021 KOCHI UNIVERSITY22



Internet of Plants の概要

23 Copyright 2021 KOCHI UNIVERSITY

農業生産を決定づける
作物生理生態と
営農支援の情報

メッシュ気象
データシステム

可視化，予測，最適化，
省力・高収益統合管理，
営農技術の診断・改善

IoP農家

作物生理生態（光合成 etc.）

作物成長・収穫（量，時期）

✓

✓

✓

Information Processing

誰でも情報にアクセス＆共有可能!!

IoT 

センサ＋
カメラ
ネット
ワーク

IoT 

IoP クラウド

学習，探索，
同定，予測，
最適化

環境と画像の
ビッグデータ

（定時，定量，定品質，定価格）

需要に応じた四定生産

営農支援

省力・高収益
統合営農管理

小規模分散
圃場・施設

見える化

使える化

共有化

株当たり光合成・蒸散，着果負担，開花数，葉面積，草勢の時系列など

収穫（収穫日・収量）・着果負担・開花などの予測，光合成最適化，
収穫調整に向けた環境最適化，分散ハウス群の統合管理など

篤農技術の抽出と共有，営農技術診断，技術改善など

IoPクラウドの機能：作物生理生態，成長・収穫関連，営農支援の情報群の「見える化，使える化，共有化」

容易に入手可能
な情報群

作物生理生態AIエンジン
営農支援AIエンジン



作物群落の生理生態情報の見える化・使える化・共有化

Copyright 2021 KOCHI UNIVERSITY24

農業は、光合成を利活用する「モノづくり」産業

農業の生産者は「作物」 農家は「経営者」

作物生理生態（光合成 etc.）

作物成長・収穫（量，時期）

✓

✓

✓

Information Processing

IoP クラウド

営農支援

環境と画像の

ビッグデータ

説明性の高い
作物生理生態と
営農支援の情報

作物生理生態＝製造工程の見える化

説明性の高い情報の
見える化・使える化・共有化

来週の土曜の
北と南のハウスの収量は？
人が何人必要かな？
日曜に休むには、

どうすれば？
光合成速度

LAI

葉温

蒸散速度

着果負担

開花数

気象環境
天候
光環境
日射

気流環境
CO2
気温
湿度

葉面対流

根域環境
根温
水分
肥料
PH

栄養成長

生殖成長

作
物
の
摂
理

収穫時期

環
境
の
影
響

収量

生理生態情報

品質



果菜群落の生理生態情報

葉菜群落の生理生態情報

光合成（生産の原資）
蒸散（根の吸水量）
葉温（体温）
葉面積
群落の鉛直構造
開花数
果実肥大
着果負担
収穫日・収量

光合成（生産の原資）
蒸散（根の吸水量）
葉温（体温）
草丈
葉面積
分げつ数
生体重
収穫日・収量

見える化
使える化
共有化

見える化
使える化
共有化

環境情報（日射、気温、湿度、CO2）
作物画像情報

環境情報（日射、気温、湿度、CO2）
作物画像情報

入力

入力

農家のハウスで入手容易な情報群

農家のハウスで入手容易な情報群

Mission impossible?

Copyright 2021 KOCHI UNIVERSITY25



IoP Hybrid AI Model

IoP 中核モデル：「論理的に説明性の高い入力情報群」の定義・選定が最重要

26

高知IoPにおけるHybrid AI Model の効果

（１）営農現場での取得が容易な入力データのみで運用可能（高い普及性）

（２）少量の学習で高い再現性と普遍性を実現（高い学習効率）

（３）継続的に学習を重ねるごとに進化する（伸びしろがあるモデル）

（４）複雑多様な生理生態プロセスに適用可能（高い汎用性）

・日射、気温、湿度、CO2濃度、作物群落1点画像などの普及済みのセンサ群で対応可能

・学習のためのビッグデータの入手が不可能な営農現場が対象の農業AIでは必須条件

・定期的な学習ルーチンを農技センター等で継続することで進化し続ける。

・複雑多様で理論の適用が困難な群落光合成・蒸散、生殖成長、高付加価値化などに対して有効

A I
作物生理生態情報
成長収穫関連情報
営農支援情報 etc.

環境データ群

光，CO2，気温，
湿度，気流
etc.

学習情報
作物画像群

入力層 出力層合理的因果関係

AI 画像認識

説明性
の高い
情報群

理論的モデル群

作物の摂理

（高い汎化性能）

入・出力情報の因果に関わ
る説明性の高い少量の学習
情報で効果的な学習が可能測定容易な入力データ群を，説明性の高い情報群に

変換する Information processing が重要

何を選定す
るかが重要

Hybrid AI
モデル群

測
定
容
易
な
情
報
群

Copyright 2021 KOCHI UNIVERSITY
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ガスサンプリング切替装置
ガス濃度分析器

データロガー・通風制御装置

ナスチャンバ
（2.4×1.2×1.2 m）

ニラチャンバ（0.6×0.6×0.6 m）

学習情報の取得：群落の光合成の測定システム
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ナスの株当たり光合成の見える化

株当たり光合成の日変化の可視化：天候の影響を忠実に再現

30分毎の精度

・環境情報＋作物体一点画像から，作物
生産の基本原資である株当たり光合成
の時系列情報を農家にリアルタイムで
提供可能

・株当たり蒸散の情報も提供可能：
合理的な自動かん水制御に活用できる．

曇天

晴天



生理生態の作物群落内鉛直分布の見える化を実現

Copyright 2021 KOCHI UNIVERSITY

受光量 受光有効葉面積

受光量 光合成速度

高さ

群
落
内
の
高
さ

農家が撮影するスマホ画像のみで、受光量、光合成、受光有効葉面積
の作物群落内の鉛直分布を推定可能

スマホ画像のみ！！

群
落
内
の
高
さ

光合成速度

群
落
内
の
高
さ

光合成量

群
落
内
の
高
さ

光透過則
表面輝度

整枝、誘引、摘葉の
最適化に活用可能！
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ナスの出荷量の予測を高精度で実現

◼ 複合Hybrid AIモデルを用いて出荷量を予測

◼ 同じ学習モデルで複数の農家の出荷量を予測

Copyright 2021 Kochi University
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環境情報
作物画像

出荷量のトレンド

着果数の動きを反映

農家A 農家C

数週間分の
積算光合成量

直前の出荷量

出荷量の変化

直近の出荷量
予測

実測値

推
定
値

AI

群落光合成の
Hybrid AI モデル

出荷量の複合Hybrid AI モデル

Hybrid AIモデル

農家B

SAWACHIの
出荷情報と
群落光合成情報か
ら、1週間後の出
荷量を予測可能



Copyright 2021 KOCHI UNIVERSITY

ナス協力農家のハウスでも「見える化」を実現

リアルタイム表示 時系列グラフ

ナス農家（安芸地区）での生理生態情報の見える化

31



AI

データベース

IoPクラウド
SAWACHI ×

栽培・生産管理の最適化
出荷時期・量の予測

１０年後の施設園芸農業の飛躍的発展

・環境制御、栽培管理機器類、省力・ロボット・・
・見える化機器、労務管理システム・・
・出荷予測、履歴管理、農産物受発注システム・・

県内の農家に導入
＋

今後県外・海外に展開等 32

微気象
データ

ハウス内
環境

データ

光合成・
作物生育
データ

画像
データ

労務管理
データ

生産履歴
データ

エネルギー
データ

病害虫
データ

･･･

etc.

出荷
データ

IoPの最先端研究に
よる最適モデル

＋
企業が開発した機器
やアプリケーション等

実装

個々の農家の皆様に、有益情報としてフィードバック！

見える化のみでなく､様々な便利機能､省力化､自動化､遠隔化をお手伝い！



パソコンやスマホが苦手な農家にも
データ駆動型で有益な指導を実施

営農＋販売・購買・経営担当で活用

令和４年度 SAWACHIとデータ駆動型農業の普及推進目標とロードマップ

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

IoPクラウド（SAWACHI)IoPクラウド・プロトタイプ
普及

ロードマップ

農業イノベーション推進課

270戸で実証運用＆各機能のブラッシュアップ

生産者画面と同様の画面を指導者画面に追加

データ駆動型指導員の育成(県・JAで50名体制)

各地域・各品目毎に
説明会＆

加入キャンペーン

新園芸年度加入キャンペーンデータ活用同意
＆加入申込
推進体制構築

データ駆動型指導フォーム・ライブラリの構築

出荷画面：主要7品目→31品目対応へ

ハウス詳細接続農家：570戸へ

出荷データ同意：1424→4000戸へ

SAWACHI直接利用農家：
324→2000戸へ

他都道府県との連携(IoPネットワーク)

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
・
Ｐ
Ｒ

本
格
運
用
開
始
（
９
／
２
１
）

※テストベット利用 企業の皆様と連携 接続利用可能なデバイス類・アプリ類の充実

※SINET-JGN利用 大学や研究機関と連携 データ駆動型研究開発の加速化 33



SAWACHIの強み 作物情報を､SAWACHI内の全データを活用して分析診断できる！

① JMBSC（気象業務支援センター）
との連携による詳細メッシュ気象データ

高知県内の
アメダス
２７地点

すべての園芸産地

県内169地点に対応

③ WAGRIとの連携による全国の市況データ

② JA電算センターとの連携による
毎日の出荷実績データ

日、週、月、年間単位
出荷量、A品率・・
等級 A、B、C、その他･･･
階級 ２L、L、M、S･･･

主要９品目

ナス、ピーマン
シシトウ、ニラ

ショウガ、キュウリ、
トマト、ミニトマト

ネギ

×

全
国
主
要
市
場

×

2
0
1
9
~
最
新

ラ
イ
バ
ル
産
地
：
量
と
単
価

高
知
県
産
：
量
と
単
価

×

④ 全国の各機器メーカー様の環境モニター
やセンサー類から得られるデータ

・環境モニター等 8社の機器類と連携済み
さらに3社が新規開発中
さらに３社と連携検討中

・AI/アプリケーション等 ３社と連携
さらに３社開発中
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※研究開発環境

ソフトウェア
開発API層

デバイス
API層

８社(県内＋全国)と連携済み
環境モニターやシステムを接続可

WAGRI＋JMBSC＋３社のAI・アプリ連携

DB

ｼｽﾃﾑ JGN

テストベット環境

※現在、さらに６社が、テストベット環境を活用してクラウド連携型の機器・システムを開発中

ユ
ー
ザ
ー
環
境

※NICT（情報通信機構）との
連携により利用可能

・IoPプロジェクト参画企業は７１社となり、それらの企業の皆様と連携し、新たな付加価値
を生む産業創出とIT人材の育成を図る

・IoPクラウドには、データ群を集積し、実際に様々なサービスを行う｢ユーザー環境｣に加えて、
大学等が、より高速な環境で研究開発に利用できる｢研究開発環境｣と、企業が製品・システ
ム、アプリケーション等の開発に利用できる｢テストベット環境｣を整備

・農業生産、流通、販売に関わる様々な事業者や機関等が連携し、生産者から消費者に至
るまで関係するあらゆる人々を豊かにしていくための一気通貫のプラットフォームを構築

IoPクラウド（SAWACHI）が持つ３つの機能（ユーザ環境・研究開発・テストベット）
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高知県⇔全国の自治体と連携し、IoPによって構築したプラットフォームやノウハウを共有する
IoPネットワークを構築・展開していきたい。

①様々な品目で作物の生理生態を可視化・使える化していける

②全国各地で普及している機器類・アプリケーション等と連携してさらなる付加価値創出が可能

③参画いただく自治体、関連企業、生産者の幅・数が広がるスケールメリット

・高知県と他自治体等で
連携協定の締結
・データ・システム・知財等の
利用契約の締結

ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

・都道府
県

・市町村
・他県の

JA等

自治体同士でまず連携 研究開発・人材育成面
での連携
・他自治体・大学等の試験研
究員や指導員の研修受入れ
等の実施
・共同研究の実施

研究
開発
部門

戦略
企画
部門

高知大

IoP
共創
センター

各都道府
県の

大学・試
験研究機
関等

プラットフォーム・システム面
での連携

・IoPクラウド(SAWACHI)の
活用

・応用可能な品目の拡大

・データを集めるしくみや、
集めたデータをどう活用するか
のノウハウ共有

・他自治体向けデータベース､
UI/UX等の追加整備等

デバイス(環境モニター、
制御機器類等)､アプ
リ面での連携

・関連産業の需要増
・県内関連企業の育成・
レベルアップと外商強化

・API連携による関連デバイス
およびソフトの増
・企業間連携による新たな
付加価値、需要の創出

【連携イメージ（ステップ・目標・実施内容・各参画実施主体の役割）】

IoP（Internet of Plants)の取り組みを全国へ

36



自走体制の整備状況 コロナ禍、ウクライナ情勢等の影響が農家経営を直撃

●コロナ禍、ウクライナ情勢等の農業分野への影響

・化石燃料、肥料のみでなく、農薬、被覆資材、ハウス資材
等ほとんどの生産コスト・流通関連コストが上昇

2,029,670 
1,942,026 1,951,158 

1,903,655 1,876,879 

287 299
280 294 291

1600000

1700000

1800000

1900000

2000000

2100000

2200000

100

150

200

250

300

350

H29 H30 R1 R2 R3

東京都中央卸売市場の野菜取扱数量(t)と単価(円

/kg)

数量 単価 線形 (単価)

●野菜の単価は、横ばい状態

農家の経営

過去にない程
の危機的な

状況にあります
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経
費

収
入

これまでの
平均的な経営

収量
(17t/10a)

700万円

200万円
(100万円(33％)減)

経費が15％上がる
と想定

栽培管理を見直さず、
経費が15％増加し、

収量がそのままだとすると
所得は95万円(32％)減
になってしまう!

収量
(17t/10a)

経
費

収
入

805万円
(105万円増）

205万円
(95万円(32％)減）

×間違った対応

（経費が増となった分だけ
・加温温度を下げる
・施肥量等を減らす等、
単純に投入量等を
減らす等によって

経費を15％削減する。）

経費は現状維持できるが、
収量が現状より低下(10％)

してしまうと･･･
所得は、100万円(33％)減に

なってしまう！

経
費

700万円

収
入

300万円

○IoP実践農家モデル
・これまでの栽培管理をきちんと見直す
・削減できる項目は削減を徹底した上で、
経費増となっても、所得増につながる
技術は導入していく。

例1）温度管理：単純に焚き控えるのでは
なく、省エネ対策の徹底や、外気の状態
に応じた小まめな設定管理を徹底する。

例2）厳寒期のCO2施用徹底等、単価の高い
時期の収量増を狙う

収量を10～20％増加させると
(18.7t～20.4/10a)

所得は、ほぼ維持～45万増できる。

経
費

収
入

805万円
～855万円
(105万円
～155万円増）

295万円
～345万円
(ほぼ維持

～45万円増)

経
費

収
入

粗収入：1000万
経費：700万
所得：300万

収量
(15.3t/10a)

収量(18.7t～20.4t/10a)

自走体制の整備状況 この厳しい状況でもIoPで対抗できる！
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高知大学 IoP共創センター開所（2021年10月）

NHK高知 ”こうちいちばん”
2021.10.29（金）18:10 放映

KUTV（テレビ高知）”からふる”
2021.10.29（金）18:15 放映

Copyright 2021 KOCHI UNIVERSITY39



ＩｏＰ共創センター運営体制

【各グループ構成員】

IoP研究推進部会中心研究者、大/中課題リーダー等研究者、高知大学・他大学・海外大学

研究者、公的研究機関研究員等

実証
（モデル農場）

グループ

高知県 学外連携（予定含）

普及

グループ
企画連携

グループ
人材育成・教育

グループ

事務職員

高知工科大学、高知県立大学
九州大学、京都大学、東京大学等

農研機構、産総研、
高知県農業技術センター等

JA高知県、民間企業群等

連絡調整

学内共同教育研究施設

事務部門（研究国際部）
IoPイノベーション推進課

構成員の約半数は学外者とする

（構成員）センター長、副センター長、両部門長、学外有識者

（業 務）①企画・戦略及び運営・評価

②中期計画及び年度計画

③予算・決算

④職員の人事

⑤規則の制定・改廃

⑥その他センターに関する重要事項

IoP代表者会議

プラットフォーム
グループ

【各グループ構成員】

高知大学次世代地域創造センター教員

高知大学農林海洋科学部教員等

研究開発部門
（部門長：岩尾）

ワーヘニンゲン大学、オハイオ州立大学、イン
ペリアルカレッジ、シンガポール経営大学等

IoP 研究推進部会

IoP 人材育成部会

IoP 推進機構理事会

事務室
課長（兼任）、補佐、

係長、事務補佐員

戦略企画部門
（部門長：吉用）

評価
（社会経済）

グループ

運営戦略室会議

IoP共創センターミーティング

国立大学法人高知大学

IoP 共創センター
センター長 北野 雅治

今後の予定含

基礎・応用

研究

グループ

副センター長

石塚 悟史

センター構成員

62名

40
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草創・興隆期 成長・充実期 発展・拡大期
2020 2025 2030 2040 2050

高

知

大

学

の

「
情

報

共

創

学

」

高

知

県

の

地

方

創

生

・

D

X

×

G

X

の

進

化

成熟・革新期

IoP共創センター
(2021.10設立)

IoPクラウド
生理生態AIエンジン
営農支援AIエンジン

農工情報共創学
学部改組・DX人材の育成

IoP農業研究会

IoPファンド

施設園芸のDX

作物生理生態情報の見える

化・使える化・共有化

農家発自律的進化

IoP AIエンジン群機能強化プロジェクト開始

IoP 戦略的経営支援情報

IoP未来農場

IoP農業の共創
（四定生産、省力、
省資源、高位平準化）

労働・土地生産性30%増
収益率50％増

大学発ベンチャー企業
IoP推進機構

GX with IoP CO2排出 50％削減

IoP市場の構築
他県・アジア展開

一次産業のDX

Internet of Disasters
Internet of Fishes
Internet of Woods

IoP改め、IoK へ拡張

Internet of Kochi

IoP未来農場群
        展開

地域情報インフラIoKによる

災害レジリエンス

労働・土地生産性50%増

IoKを介した
ボーダーレス
 高知家 

パラダイム
シフトの躍動

省力・省資源・温暖化

適応 一次産業

Zero-emission
一次産業

（研究、教育、産業）

IoK プラットフォーム

創意工夫の自動学習（AI）

合言葉は「ボーダレス」

実証・人材育成・広報・ビジネス

（省エネ・省資源・高付加価
値化・温暖化適応策）

持続可能な高収益生産

持続可能な自走ビジネス

プラットフォーム展開

Society5.0 一次産業

Dx × GXを核とした

大学組織再編
教育       再編
センター組織再編

IoP農業の広域展開

Society5.0型農業の
トップランナー

DX×GXの成熟

高知大学 IoP共創センター ロードマップ



7

高知IoP
農家群

永遠のトップランナー

8

消
費

農業

高知大学

IoP共創センター

         
数理・AI

農学 ×

地域情報共創学

自律的進化
IoP共創センターのミッション

柱１

柱２

柱３

柱４

柱５

IoPの共創による施設園芸DXの実現：

農工情報共創学の確立とDX人材の育成：

大学発ベンチャーの設置と自走ビジネス：

GX with IoPの推進：

IoP未来農場群の設置・展開・運営：

生理生態AIエンジンと営農支援AIエンジンの構築と機能
強化。生理生態と営農支援情報の見える化・使える化・
共有化を前提としたIoP農業による施設園芸DXの実現。

農学×データサイエンスの異分野融合によって、IoPに
よるSociety 5.0型農業を先導する農工情報共創学を確
立し、IoP農業を担うDX人材を育成する。

IoP共創センターが生み出す研究成果を事業化する大学
発ベンチャーとIoPファンドを設立し、恒常的自走が可
能な資金調達を実現する多様なビジネスを展開する。

農業における「カーボンニュートラル」とSDGsの達成
に向けて、グリーンエネルギー等の資源の無駄のない
有効利用を実現するIoP農業を確立する。

IoPが目指す姿を具現化するIoP未来農場群を設置
し、実経営規模でのIoP農業の実証研究・人材育
成・広報・ビジネスの場として持続可能な運営を展
開する。
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ICT・AIによる
見える化

ICT・AI による
見える化

篤農技術の普遍化と進化

篤農技術の普遍化と
自律的進化

営農支援ＡＩシステム

進化的営農支援ＡＩシステム

篤農家との協働

農
家
数

創意工夫の見える化

Society 5.0 with IoP
営農技術の高位平準化と自律的進化

目指す姿

創意工夫の発出と見える化

創意工夫の共有と高位平準化

創意工夫の共有と高位平準化

創意工夫の発出と見える化

IoPによる
見える化

IoPによる
見える化

創意工夫の普遍化
と自律的進化



Internet of Plants（IoP）とオンサイト環境資源の
高度利用による施設園芸のGX×高収益化技術の開発と普及

目的：

Ⅰ．既存の施設園芸ハウスでのGX化と農家の高収益化の両立（GX×高収益化）

Ⅱ．オンサイトに存在する環境資源の有効活用、特に産地が優位性を有する再生

可能なcost-free環境資源の活用

Ⅲ．「GX×高収益化 with IoP」の最適化

「GX×高収益化」技術の研究開発の柱（１～６）：

柱１：放射制御と浅層地中熱交換によるベストカーテン

柱２：浅層地中熱交換による脱石油周年適温管理システム

柱３：蒸散追従型養水分管理とN2O分解微生物の応用

柱４：高付加価値野菜の周年安定生産支援システム

柱５：GX×高収益化デジタルツインシステム

柱６：GX×高収益化 IoP未来農場群の具現化



挑戦：“メインエンジンの深化” & “IoP未来農場群”

45

“IoP未来農場群” の挑戦：
・気候風土、作目が異なる IoP未来農場群を域外にも設置
・高知 IoPプラットフォームを介した「遠隔営農支援」と
「遠隔連携営農」（情報、モノ、ヒトの共有と交流）

・デジタル空間やAIと高度に融合したSociety 5.0型農業の具現化
・北海道ワイナリーブドウ園IoP化、旭川IoP未来農場、福岡県・
佐賀県IoPイチゴ農場 、熊本IoPトマト農場 、広島IoPネギ農場、
etc.

高知大学
IoP共創センター

北大
サテライトラボ

九大
サテライトラボ

日越大学
新農場

“メインエンジンの深化” の挑戦：
・収益改善エンジン（燃油・肥料・労務節減、高付加価値化）
・GX with IoPによる局所適時環境調節の最適化
・再生可能エネルギーと断熱ハウスの利用による冬季無加温栽培
・2030年CO2排出50％削減
・蒸散追従型かん水・肥培管理による、過剰かん水、
過剰施肥の回避（N2Oの排出削減、肥料コスト節減）

Copyright 2021 KOCHI UNIVERSITY
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